


　ボリビアと聞いて、場所や気候などどれくらいイメージできるだろうか。
南米に位置するボリビアは、周りをブラジル、ペルー、パラグアイ、チリに囲
まれる内陸国である。国土の 3 分の 1 をアンデス山脈が占め、主要都市のラ
パスをはじめ、実に富士山山頂と同じくらいの標高に町が形成されていて「高
原の国」として知られている。主要産業は農業で、野菜や果物の種類が多い。
日本ボリビア人協会のホームページには、色鮮やかな野菜や果物の写真が掲載
されている。
　団体の代表を務めるのは、山田ロサリオさん。日本に来たきっかけから、団
体を立ち上げ今日に至るまでの出来事をインタビューさせていただいた。

 INTERVIEW 1 外国人自助組織

　ロサリオさんは、ボリビアで日本人の男性と結婚し、3 人の
お子さんを持つ。結婚後、十数年ほどボリビアで生活していた
が、子どもに日本の教育を受けさせたいと言うご主人の希望で
日本へやってきた。もともと日本へ行くことは考えていなかっ
たため、特に日本語を勉強することなく来日。成田空港で人の
多さに驚き、住むことになった奈良県のアパートの狭さに衝撃
を受けた。ことばや習慣のあまりの違いに、「毎日泣いていた」
と話す。
　子どもを学校へ通わせるのも、学校からのお知らせの意味が
理解できず苦労した。ご主人は仕事が忙しかったため、自分で
日本語を学ぶ必要があった。必死であちらこちらへ相談に行く
なか、市役所の紹介で、夜間中学校で日本語を学ぶ機会を得た。
日本にきて半年ほど経ったときだった。

　では、どのようにして団体を立ち上げることになったのだろ
うか。その背景にはある事件がかかわっている。1995 年、ロサ
リオさんはカトリック教会のミサに参加した。その時、教会に
は困って相談に来た 100 人ものブラジル人やペルー人がいた。
多くの外国人労働者を受け入れていた工場が倒産し、社長が給
料を持って逃げてしまったというのだ。パニック状態の中、状
況を打開しようと立ち上がった当時の市会議員から、“ 日本語
ができる ” ロサリオさんが通訳のサポートをお願いされたのだ。
　ロサリオさんはとても戸惑ったという。「私だって、こんなに
たどたどしい日本語しかできないのに…」。しかし思った。“ 自
分は夫が日本人であっても、日本での生活にこれほど苦労をし
てきた。これがもし日本語がわからない外国人同士の夫婦であっ
たら、もっと大変なのではないか。” 行政の手続きに関しても、
当時は市役所も多言語対応しておらず、通訳ができるスタッフ
はいなかった。日本で生活していくため、様々な問題について
相談できる場所が必要であった。

　それから 2 か月後、50 名ほどの在日ボリビア人が集まり、日
本ボリビア人協会の前身となる、関西ボリビア人会を設立する
ことになった。

　日本ボリビア人協会では、在日ボリビア人に対し、相談窓口
を設けている。設立当初は多くの相談が寄せられ、1 日 24 時間
では時間が足りないと感じるほどだった。その内容は、入国手
続き等の法的な相談や保険に関する相談が多く、解決のために
日本全国を飛び回ったという。また数年前からの不景気によっ
て、雇用保険の手続きや仕事上の事故による対応などもある。
相談や質問の多い内容に関しては、講座などを開いて個人の理
解を深めてもらうこともした。これまで多種多様な相談に対し
て、各方面の団体と連携しながら一つずつ対応してきたという。
　最近では、相談件数は以前と比べて減ってきたという。それ
はこれまでの活動に加えて、市役所などでも多言語への対応が
行われるようになったことなどが理由だと考えられる。そのよ
うな状況に対して、「寂しくなんかないですよ。とてもうれしい。」
と、ロサリオさんは笑顔を見せた。

言葉が分からない大変さ

通訳のサポートを経験して

日本全国、どこへでも

写真：ボリビア人コミュニティ向けに開催した雇用保険に関する説明会の様子。

ＮＰＯ法人 日本ボリビア人協会

「日本に息づくボリビア人コミュニティ   
～多文化共生 これまでとこれから～」

２たぶんか便り



　さらに日本ボリビア人協会では、ボリビアと日本の文化交
流にも力を注いでいる。きっかけは、お子さんの通う学校か
ら、ボリビアについて子どもたちに話をしてほしいと依頼さ
れたことだった。ボリビアがどんな国でどんな人々が生活し
ているのか、多くの小学校へ出向いて講演をしてきた。
　また、2008 年からは「EXPO ボリビア」を企画し、ボリビ
アの伝統舞踊を披露したり、ボリビア製品の紹介、販売をし
たりしている。今年はすでに 1 月に大阪で、4 月に初めて東
京で開催した。ボリビアの人々は、とても踊りが好きなのだ
そうだ。色とりどりの華やかな衣装で行うステージは、フォ
ルクローレと呼ばれる民族音楽とともに毎回観客を楽しませ
ている。

　今年、日本ボリビア人協会は NPO 法人格を取得した。東海 3
県の外国人グループで NPO 法人を取得している団体は多くない。
申請自体も、毎年の事業報告もすべて日本語で書類を提出しな
ければならず、非常に大変だという。しかし、ロサリオさんは

「NPO 法人としての信頼を強みにして、もっと活動の場を広げて
いきたい」と話してくれた。
　今後の活動について伺うと「これからは子どもの教育につい
て力を注ぎたい」と力のこもった言葉が返ってきた。団体の相
談窓口でも、教育に関する相談が増えているそうだ。ロサリオ
さんは、あるお母さんの言葉が忘れられないという。それは「い
くら子どもを大学に行かせても、いい仕事につくチャンスがな
い」という言葉だ。日本語の習得はもちろんのことだが、日本
の社会で働くには、マナーやルールを学ぶことが重要である。
これが今の教育に不足している点であるとロサリオさんは考え
る。「私たちがドアを開いてあげれば、子どもたちはやる気が出
る。頑張ろうって思ってくれる」とロサリオさん。これからは
企業とも連携して専門用語の知識やマナーに関しての研修会を
開いていきたいという。一人ひとりが前向きになり、若い子た
ちが日本の社会に一層なじんでいけるよう目指していきたい、
と語った。

　さらに、日本にボリビアの製品をもっと広めたいとも話して
くれた。現地の先住民の作るアルパカの布製品などは、カラフ
ルで温かみがあるが、今はまだ日本人が求める製品としてのク
オリティーに達していないという。しかしいつか、日本で学び
技術や知識を身につけた子どもたちが、ボリビアで教え、現地
の技術のレベルアップをすることができたらうれしいと言う。

「夢の話ですが…」とにこやかに語ってくれた。

　今、行政機関では様々な場面で「多文化共生」という言葉が
使われている。しかし、現状はまだまだだとロサリオさんは言う。
特に子どもを取り巻く環境は、平等な勉強の機会が与えられて
いない現実があると考える。日本全国で、多文化共生のシステ
ムを作りあげることはすぐには難しい。一歩一歩のプロセスが
必要である。壁は多いが、ロサリオさんはまずは教育から変え
ていきたい、と話してくれた。
　団体を立ち上げてから 16 年。故郷を離れ 3 人のお子さんを育
てながらの活動は、本当に大変だったと思う。それでも、「私は
日本が大好きです」と笑顔で今後の抱負を語るロサリオさんに、
温かくて力強い、そんな魅力を感じた。（文責：川村智子）

 NPO 法人 日本ボリビア人協会

一歩一歩、前へ

ボリビアを知ってほしい！

写真：小学校でボリビアについて講義をするロサリオさん。

写真：EXPO  BOLIVIA 2012 TOKYO でボリビアの民族舞踊を紹介。　

「日本に息づくボリビア人コミュニティ   

３たぶんか便り

広がる活動  教育に力を

住所： 三重県津市大門 7-15 津センターパレス３F

　　　津市市民活動センター

 TEL：090-7916-6410

 E-mail： arbj.yamada@yahoo.es　

 HP：http://www.arbj-info.net/



いました。「民族衣装を着て母国の踊

りを踊ったら楽しいよね」と気軽な

気持ちでした。また最初は子どもだ

けでしたが、大人もやってみようと、

途中から一緒に活動を始めました。

　最初は遊びで始まった活動ですが、

子どもたちが成長するにつれ、子ど

もたちに母国ペルーの文化に少しで

も興味を持ち、身に付けてほしいと

思いました。みんなで「母国の踊り」

を練習し、披露することが、ペルー

人同士のつながりを強めたり、親か

ら子へ母国の風習を伝えるのに役

立っているようです。

　子どもたちは日本で生まれ育ってい

るので、日本人と同じ風習や考え方を

もつのは仕方のないことです。そうし

た中で、「私たちはペルー人で、日本

人ではない」と子どもを完全に納得さ

せるのはとても難しいです。でも、ペ

ルーの踊りを見せたり、スペイン語で

話をしたりして、ペルーの文化に興味

を持たせたり、ペルーについての共通

の話題ができるよう努力しています。

　エリーサさん（写真左前）は、豊橋市に暮らすペルー人

で、ペルーの民族舞踊団体「ILLARIY DEL PERU（イヤリー・

デル・ペルー）」のメンバーとして活動中。1993 年に来日し、

現在はご両親とご主人、３人の子どもたちと生活している。

日本社会でペルー人として暮らすこと、言葉や習慣の問題、

子どもたちに母国の文化をどう伝えるかなど、多くの苦労

をどう乗り越えてきたのかを伺った。

　とてもつらかったです。両親が先

に来日し、私はペルーで高校を卒業

後、1993 年に日本に来ました。友達

が一人もおらず、日本語も話せなかっ

たので、なぜ自分は日本にいるんだ

ろう、ペルーにいれば友達と一緒に

大学に通えたのに、などと大変悩み

ました。　

　両親に勧められて日本語学校に通

い始めたことです。日本語がわかり、

話せるようになり、日本社会のしく

みや周囲の人たちの考え方が理解で

きました。さらに仕事に就けて、友

だちもでき、結婚して３人の子ども

（現在、１５歳と１０歳の男の子、７

歳の女の子）の育児をしながら、日

本社会とのつながりを深めました。

　故郷のペルーを離れて１０年も経

つと、寂しさや恋しさが強くなりま

した。ブラジルのイベントで民族舞

踊のステージを見て、こんな活動も

いいなあと思っていたら、同じ思い

をもっていた今のメンバーと知り合

 ILLARIY DEL PERU（イヤリー・デル・ペルー）

2008 年 11 月 29 日に設立。豊橋市を拠

点に「ダンスで笑顔をみんなにおくろ

う !!!!」を合言葉に、小さな子どもから

大人まで全員が主役の団体。国際フェス

ティバルや和太鼓フェスタなどの豊橋市

内のイベントを中心に、犬山や浜松、名

古屋などで開催されるイベントにも積極

的に参加し、ペルーの民族舞踊を通じて、

ペルーの文化を伝えている。

 代表：メンバー全員

 住所：愛知県豊橋市

 Tel: 0532-47-4084 ( エリーサ )

 E-mail：illariy.delperu@yahoo.com 

 Twitter：@ILLARIYDELPERU

ペルー
ペルー共和国、人口 3,000 万人（2012

年推定）、面積 129 万 km2（日本の 3.4 倍）

1821 年スペインより独立。海沿いの砂

漠地帯、山岳（アンデス）地帯、東部の

アマゾン地帯で大きく文化が異なってい

るのが特徴。在日ペルー人は約 5.3 万人

で、中国、韓国・朝鮮・ブラジル・フィ

リピンに次いで 5 番目に多い（法務省

2011 年 9 月末）。

―― 今では日本語が大変上手ですが、
何かきっかけがあったのですか？

―― ペルー国籍の子どもたちは日本の学校
に通い、日本人と同じように生活しています
が、何か工夫していることはありますか？

―― 子どもたちにペルーの文化を伝
えたいという気持ちはありましたか？

―― 来日したころはどうでしたか？

―― 活動のきっかけは何でしたか？

 「子どもたちに母国文化を伝えたい
 ～言葉と習慣の壁を乗り越えて～」

日本に来て

「僕は日本人？それと
もペルー人？」

「ILLARIY DEL PERU」での活動

 INTERVIEW2 外国にルーツをもつ人々

４たぶんか便り



　子どもたちは日本語もスペイン語

も使えます。家では基本はスペイン

語ですが、日本語の単語をそのまま

使ったり、とっさのときには「おい

おい、ちょっと」なんて言ってしま

うので、実際はスペイン語と日本語

のミックスです。　　

　４歳ぐらいまでは日本語だけでし

たが、それ以降にスペイン語を少しず

つ教えました。きっかけは長男の保育

園時代です。急に口数が減ったので保

育園の先生に相談したら、「日本語の

大人と、スペイン語の大人がいて、本

人が何語で話せばいいか戸惑い、発言

できないのでは？」と言われたため、

しっかりと自己表現できるまでは、日

本語だけを使うようにしました。　

　「子どもの頭はスポンジのようなの

で、一定の年齢を超えたら、２ヶ国

語でも覚えて、使い分けられる」と

言われたので実践しました。

　私の両親は日本語をあまり話せま

せんので、私の子どもたち（＝孫たち）

はスペイン語でうまくコミュニケー

ションを取っています。母国語を使う

ことはとても大切で、私の母も、私と

子どもが日本語で話していると「スペ

イン語を使いなさい」と怒ります。子

どもたちも私の両親と１日一緒にい

て、帰ってくるとしばらくはスペイン

語しか話さなくなるので、頭がうまく

切り替えられるようです。　

　日本で育った子どもたちですが、

日本人より性格が明るく、正義感が

強いと感じることがあります。これ

がペルー人らしさかもしれません。

また家では、他人への感謝の気持ち

と親愛の気持ちを常に忘れず、きち

んと表現するようにと話しています。

ペルーでは知り合いと出会うとハグ

をしたり、頬にキスをして親愛の気

持ちを表すので、そうした習慣を身

に付けてほしいからです。　

　ペルーに帰ったときに、私自身が

「冷たくなった」と言われ、ショック

を受けたことがあるからです。私も

日本の習慣が身についていて、それ

が無意識に自分の中で普通になって

いたのです。ペルーでは家族や親せ

き、地域や学校の仲間をとても大切

にします。日本に離れて暮らしてい

る子どもたちが、ペルーの私たちの

親せきに自然に受け入れてもらえる

には、感謝や親愛の気持ちをストレー

トに表現できることがとても大切な

ので、意識して身につけさせるよう

にしています。

―― 子どもたちは日本語とスペイン
語、どちらで話しますか？

―― 子どもたちは自然と２ヶ国語が
身についたのですか？

―― 最後に「ペルー人」として子ど
もたちに身につけてほしいことを教
えてください。

―― なぜ意識的にそういうことを
行っているのですか？

―― そしてその後、スペイン語を教
えたのですね？

―― スペイン語はペルー人同士のコ
ミュニケーションに役立っていますか？

―― 「ことば」「習慣」「文化」をバ
ランス良く、しかも子どもたちがス
トレスに感じないよう上手に伝えて
いることがとてもよくわかりまし
た。本日はありがとうございました。

記者あとがき
　 エ リ ー サ さ ん は、「 日 本 」 と、

そして母国「ペルー」の狭間で、

どちらかに背を向けるのではな

く、巧みに両立している人だった。

特 に 私 が 印 象 的 だ っ た の は、 日

本で生まれ育った子どもたちも両

立できるよう育てていることだっ

た。もちろんそれは簡単なことで

はなく、エリーサさん自身も来日

当初に感じた孤独感や、子どもた

ちの「自分は何人なのか」、「周囲

の日本人と違うのか、同じなのか」

という戸惑いを一つずつ、悩みな

がら、答えを見つけていった結果

だと思う。

　エリーサさんはもうすぐ１０歳

の次男を、ペルーの親せきに２週

間程度あずける。本人に大きな「戸

惑い」が生じるだろうが、母国の

ことや家族の温かさを肌で知り、

またペルー人であることの誇りを

感じる良い機会になるだろう。

　一方、私たち日本人も、在日外

国人の増加とともに国内で他国の

文化に接する機会や、私たち自身

が海外で生活する機会が増えるこ

とが予想される。その時、多文化

共生を実践しなければいけない

が、掛け声だけでは実践できない。

積極的に海外に出たり、他国の人

や 文 化 に 直 に 接 す る こ と で、 エ

リーサさんのように、私たちも「言

葉の壁」や「戸惑い」を感じながら、

自国との違いを理解し、自分なり

に折り合いをつけていくことが大

切だと感じた。( 文責：岡田壮彦）

ペルー人として

写真：エリーサさんとのインタビューの様子。

写真：イベントにてペルーの民族舞踊を披露。　

５たぶんか便り



事業報告

2011年度（2012 年 1 月～ 5月） 
１

外国人自助組織向け研修会

個別サポート

フィールドワークツアー

愛知県多文化共生コミュニティ支援事業

　聴き取り調査で聞かれた各団体固有の課題について、個別のサポー

トを行いました。「休止中の活動を再開したいけど、何から始めたら…」

「研修で教えてもらった助成金を実際に申請したい！」「自分たちの活

動を紹介するパンフレットを作りたい！」など、各団体の声を聞きな

がら、長期的な視野に立って効果が望めるよう、二人三脚でサポート

を行いました。

　2 月 12 日に外国人自助組織の活動現場をめぐるフィールドワーク

ツアーを行いました。今回訪問したのは、「Centro Educacional Happy 

Family」「フィリピン人移住者センター（FMC）」「NPO 法人コリアンネッ

トあいち」の 3 団体。それぞれの団体から、活動への想いやこれまで

の苦労・これからの展望などをお話しいただきました。

　「活動を継続したいけど、資金はいつも持ち出し…」。昨年秋に実施した外

国人自助組織の皆さんへの聴き取り調査では、多くの団体が活動の悩みとし

て、資金不足と答えました。本事業では、そうした団体の悩みを解決する一

助として、1 月 14、15 日に資金に関する研修を実施しました。NPO 会計の

専門家を講師に迎え、NPO の活動資金にはどのようなものがあるか、助成金

を申請するためには何を準備する必要があるか等を学びました。参加団体か

らは、「今回の研修会で勉強したことを活かせば、これからもっといろいろ

な支援活動ができるかも」「次回は助成金申請書の書き方を勉強したい」と

いった感想が聞かれました。

　2011 年 9 月に新規スタッフを迎えてスタートした「多文化共生コミュ

ニティ支援事業」。本事業では、8 つの外国人自助組織の皆さんの活動

促進支援を通じて、外国人の社会参画に取り組みました。

 ６たぶんか便り
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外国人自助組織紹介イベント

外国人自助組織紹介冊子

今後の予定

多言語相談ヘルプライン

　2 月 26 にナディアパークアトリウム（名古屋市中区）にて、外国人自助

組織を紹介するイベントを開催しました。活動写真や母国の観光ポスターの

展示、紙人形づくり、民族衣装の試着、小物の販売など、各団体が思い思い

にブースを飾り、来場者に活動をアピールしました。ステージ企画では、各

国の民族舞踊や歌、格闘技の披露があり、来場者を魅了していました。出展者・

来場者ともに楽しい時間を過ごすことができました。

　外国人自助組織の活動を広く周知するため、団体設立の経緯や印象的なエピ

ソード、活動の様子を写した写真を掲載した冊子「みんなでつくる多文化あい

ち」を作成しました。冊子はストーリー形式になっており、メンバーの想いを

中心に、各団体の声が反映されるよう心掛けました。各団体からは「冊子を大

変気に入っている」「これまで行ってきた活動が無駄ではなかったことがわかっ

た」「冊子を通じて、一般の人が各コミュニティがどのような活動を行ってい

るのかわかってくれると思う」といった感想が寄せられました。

　「愛知県多文化共生コミュニティ支援事業」は 2012 年 3 月 26 日をもって終了しました。平

成 24 年度は「公益信託　愛・地球博開催地域社会貢献活動基金」及び「東海地域 NGO 活動

助成金」の助成を受け、引き続き外国人コミュニティをサポートしていきます。

　2012 年 3 月 11 日より、全国どこからでも無料でかけられる相談電話「寄り添いホットラ

イン」がスタートしました。

 寄り添いホットラインは、厚生労働省の補助金で実施される事業で、「独りにしない」「社会

から切り離さない」ことを目指して、24 時間フリーダイヤルでの電話相談を行っています。

　当団体は、外国語による相談対応「多言語相談ヘルプライン（Helpline for Foreigners）」のコー

ディネートを担当するとともに、全国の NPO/NGO と一緒に多言語での相談に応じています。

　各地の団体が交代で相談の電話を取ります。対応言語はスペイン語、ポルトガル語、英語、

タガログ語、中国語、韓国・朝鮮語、タイ語、日本語の 8 言語です。

　７月の改訂入管法についても、情報提供が可能な体制を整えています。お近くでお困りの

外国の方がいらっしゃる方は、ぜひご利用ください。

　ヘルプラインがスタートしてから、1 か月以上が経過しましたが、3 月 11 日～ 3 月 31 日

の間に 217 件の相談がありました。在留資格に関する相談のほか、労災でけがをしてお金が

なく自宅からも出られないと話すペルー人や、夫から暴力を受けているので家を出たいと訴

えるフィリピン人女性からの相談もありました。

　今後は、電話対応を担当している各地の団体と連携を深めながら、困難な状況におかれて

いる人たちを、ひとりでも多く支援できる体制をつくっていきたいです。

７たぶんか便り



　東海地域は、自動車産業を中心に工場が集中する地域として知られている。それに

伴って、日系人や技能実習生などの大勢の外国人労働者が集まっている。そのため、

外国人住民を多く抱える地域では、市役所や国際交流協会などに外国人相談窓口が設

けられているほか、ボランティア団体による支援活動も少なくない。しかし、行政

　2005 年から毎年、名古屋国際センター（NIC）では、外国人医療受診サポートボランティア研修会を開催している。これ

までにポルトガル語、スペイン語、中国語、英語に加え、タイ語、インドネシア語等の受講者があった。医療通訳者の存在

は外国人患者を手伝うだけではなく、医者の助けともなる。さらに、通訳者たちは、手術や薬などの医療用語のみならず、

患者の気持ちへの配慮、心のケアやプライバシーを守ることなどが必要とされている。要するに、通訳者は単に受診時の付

き添いである以上に、医療関係に関わる細かい事項にも注意を払わなければならない。

「あいち医療通訳システム」のリストに登録される通訳候補者たちは、選抜試験、研修、実習を経て認定を受けており、患

者の不安解消や医療機関の信頼を十分得ることができる。また、岐阜県の国際交流センターでも、大学と連携して医療通訳

サポーター養成に力を入れている。今年 3 月、「医療通訳訓練－バーチャル病院で医療を学ぶ」と題した研修を行い、通訳

者を目指す人たちに、より実践的なトレーニングの機会を提供している。また、昨年 3 月 11 日の東日本大震災を機に、災

害時通訳者の重要性にも注目が集まっている。岐阜県で行われている「災害時語学サポーター研修」や名古屋市で行われて

いる「災害時外国人支援ボランティア研修・訓練」のような活動が他地域で広がりを見せている。

２. サポーター養成への取り組み

３. 命の大切さを

側の支援は総合的な情報提供にとどまる場合が多く、医療通訳や災害時通訳のような専門性が高い分野はボランティアが

担っていることが多い。一般的に、ボランティア団体による支援は資金不足などの理由から継続性などの問題に直面しが

ちだが、こうした現状は、長い間、日本社会全体で外国人向けの医療や災害時の通訳支援に対する行政とボランティア団

体等民間組織の協働による体制づくりがなされてこなかったことに起因するのではないだろうか。

近年になって、この問題が改めて認識されるようになった。自治体や医療機関などが連携し、国際交流協会や大学のリソー

スを使って、人材の養成に力を注いでいる。愛知県立大学は 2007 年度に文部科学省の委託事業として「医療分野のポル

トガル語スペイン語講座」を開講した（2011 年度より自主開講）。また愛知県は、2011 年度から「あいち医療通訳システム」

の構築に着手している。このような動きは主に日系人の定住化に伴って、その需要が高まったことを反映しているのであ

ろう。とはいえ、自治体が自費で通訳を雇うにしても、ボランティアに依存するにしても、専門的な「医療通訳」ができ

る人材が少ないだけでなく、関係者間のパイプ役となるコーディネーターの養成も大きな課題だ。特に、外国人集住地域

では、すでに対応できないほどニーズが増えているようだ。

　医療通訳や災害時通訳は同じ命に関わるものであり、十分

な知識と技術が求められているうえに、時に長期的な支援に

なる可能性もある。こうした認識の広がりからか、近年はよ

り一層専門性を持つサポーターの養成を目指す動きが顕著に

なってきた。これは外国人に対する配慮に加え、自治体や医

療機関が今まで抱えてきた悩みの解決にも繋がっている。す

べての根底にあるのは、言葉や文化・習慣などの壁を乗り越

えて、一人一人の命を大切にしなければならないという普遍

的な価値観であろう。（文責：張雅婷）

１. 通訳サポートの制度化に向けて

 医療通訳、災害時通訳の

 サポート体制の充実に向けて
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私がインターンをした NPO は、都市部から車で 1 時間に

位置し、薬物・アルコール中毒者の厚生施設が点在する

という面から転居者が増加の途にある地区。空き家が増え、地

価も下がっている条件からも、政府は第三国定住者の定住先と

して選定した。特にその地区では、タンザニア出身者を定住さ

せ、コミュニティ形成をする計画をはじめていた。

　第三国定住は、難民キャンプでの UNHCR 職員による面接を

通して、受け入れ先の条件に見合った者のみが対象となる。受

け入れ国が増えてはいるものの、誰もが簡単に認定される事は

なく、狭き門と言える。入国直後の数日間生活を共にしたタン

ザニア難民も、本人の意向に反して難民キャンプに恋人や弟を

残し、単身で入国していた。

そのタンザニア難民の彼は ”How are you?” が理解できない

ほど英語ができない状態で入国。想像していた通り、ア

フリカとオーストラリアの生活様式の違いは大きかった。シャ

ワールームの使い方はもちろん、蛇口のひねり方すらわからな

かった。水の出し方が理解できたようなので安心したのも束の

間、「閉め方がわからない」と助けを求められるほどであった。

その後も予想外の出来事が起きた。彼は朝食をたっぷり食べた

ので、夕食も大量に作ったが、なかなか食が進まない。「料理

が口に合わないか」と身振り手振り、辞書を活用して尋ねたと

ころ、返答は違った。難民キャンプはもとより、これまでの生

活で食事は一日に一度が基本だったため、お腹が空かなかった

のだ。書籍などで知っていたことが全く私の頭に浮かんでこな

かった。お互いの文化を本当の意味で理解するには、宗教等の

事情で禁止されている食文化を知るだけでなく、実生活をいか

に営んできたかを理解することが最も重要なのかもしれない。

各国もしくは人種毎のコミュニティを形成する事に注力

しているオーストラリア政府の方針もあり、インターン

先の NPO でもタンザニアコミュニティ生活支援担当の通訳ボ

ランティアがいた。交付金を受領するための口座の開設、語

学学校までの通学経路の確認、スーパーでの商品の購入の方

法といった、オーストラリアで生活する上での不安を払拭す

るためのオリエンテーションが実施される。ボディーバター

の見分け方を教えるなど、同胞だからこそ伝えることができ

る内容もある。入国後の生活文化の違いは、母国の文化を踏

まえた上で、定住国の文化を知ってもらうのが要と言えるの

ではないだろうか。

このように、オーストラリアはいくら政府や民間のサポー

ト体制が確立されていようとも、完全に調和の取れた社

会が形成されているとは言い難い。私が住んでいた地区を歩

けば、アフリカ系だけでなく、多くのアジア系や中東系の方々

に遭遇する。しかし、都市部に出ると状況は一変する。全く

と言っても過言ではないほどにアフリカ系の姿を見ないのだ。

またテレビドラマに登場するのは白人のみ。日本人が殺害さ

れたといった特殊な出来事を除いて、ニュースでインタビュー

を受けるのも白人のみ。本来は原住民であるアボリジニ系の

住民がドラマの中で学校に通うシーンや、アフリカ系がアル

バイトをしている様子が流れるべきではないかと考えてしま

うくらいにメディアも依然として白人国家の印象を与えてい

るように感じられる。それぞれのコミュニティが確立されよ

うとも、”Harmony” と掲げた政策が現実社会に反映されるに

は、まだ時間がかかるかもしれない。（寄稿：希代翔）

写真：インターン先の
オフィスメンバーと。

写真：多文化ユース
キャンプにて。

 Canberra

 Sydney

  ● 

  ● 
  ● 

  Perth 

　2004 年 4 月～ 9 月、多文化の調和を ”Harmony” と掲げ、難民 *1 の受け入れに積極的な政策を遂行して

いるオーストラリアの政府系 NPO にてインターンをしました。日本でも、2010 年より始まった第三国定住 *2 は、当時から

政府と NPO が協働で取り組む体制が整っていました。当時の体験を回想しつつオーストラリアの多文化共生を展望します。

”Harmony” 調和のとれた社会を目指して

*1 難民…人種、宗教、国籍、政治的意見やまたは特定の社会集団に属するなどの理由で、自国にいると迫害を受ける恐れがあるために他国に逃れた人々のこと。

*2 第三国定住…難民キャンプで生活をするなどして、UNHCR( 国連難民高等弁務事務官＝世界各地にいる難民の保護と支援を行う国連機関）が難民と認定した者を、

　出身国とは別の国が受け入れる制度のこと。

世

多文化事情

界のオーストラリア 編
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日本では５月５日を「こどもの日」とよびます。こどもたちの成長
を祝い、幸せを願うとともに親に感謝する日です。「粽」や「柏餅」

　  とよばれるお餅を食べて、悪いことを追い払ったり、縁起を

　　　 
 かついだりします。みなさんの国では、こどもたち

　　　　　　
の成長をどのようにお祝いしますか？

インドネシアには多くの民族が共存しており、子どもの成
長の祝い方が民族によって異なります。私はジャワ民族

であるため、ジャワ民族の子どもの祝い方を説明します。
子どものお祝いは妊娠３ヶ月と７ヶ月の時に行います。近所
の人々を招いて、お金のない家族には食物を与え、子どもが
生まれるまで元気に育つようにと祈ります。
　子どもが生まれてから７ヶ月（ジャワカレンダー＝ 245 日
才）になる時、自分の足で歩こうとし始めます。その時「テダッ
ク・シテン＝ Tedhak Siten」というお祝いが行われます。神
様に与えられて地上を歩けるようになったことに感謝します。
この祝いの行事は次の順番で行われます。

子どもにもち米からできた 7 色（赤、白、オレンジ色、黄色、緑、青、紫）のおかゆを踏んで歩かせます。これは、
世の中の色々な問題に関わっても、最後まで通り抜けるということを意味しています。

サトウキビからできた階段を上ったり降りたりさせます。これは、しっかりと生きる
目標が達成できることを意味しています。

階段から降りたら、用意された小さな砂山の上に乗せます。子どもは自分の足で砂を
散らかします。これは、自分の力で仕事をして生活することを意味します。

次に、きれいに飾られたケージに子どもを入れます。ケージの中には、本、金、宝石、
携帯電話などを用意します。子どもにそのケージの中にあるものを一つ取らせます。
例えば、本を取ったら科学者になるように、携帯電話を取ったら IT の技術者になる
ようになどと願います。ケージは現実の世界に例えられます。

子どものお父さんとおじいさんが、小銭と花びらを舞い散らします。これは心が豊か
で他の人と助け合う心を常に持つことを意味します。

これらが全て終わったら、集まった近所の人たちと一緒に食事
をします。( ファティア・インドネシア）

花びらが入っている水で水浴びをさせます。

きれいな服に着替えさせます。

インドネシア共和国 Republic of Indonesia

バ    　ングラデシュでは、建国の父と称えられ「ボンゴボンドゥ（Bangabandhu
　＝バングラデシュの友）」の愛称で親しまれた、シェーク・ムジブル・

ラマン（Sheikh Mujibur Rahman）の誕生日である３月１７日を「こどもの日」
と定めています。
　この日は政府や政党、社会文化的な組織、すべての教育機関で、建国の父に
敬意を払うため、全国で様々なプログラムが行われます。大統領と首相はスピー
チの中で、建国の父の功績をたたえるとともに、子どもたちが安全に暮らせる
社会を作り、子どもたちが国の繁栄を実現していくことを願います。
　ボンゴボンドゥテレビは、子どものための番組を放送し、その番組には、さ
まざまな文化背景の異なる子どもたちと、政策当局の人たちが参加します。同
時に郵政局では、建国の父の誕生日と子どもの日の記念切手と封筒が発行され
ます。（ハサン・バングラデシュ）

バングラデシュ人民共和国 People's Republic of Bangladesh



　ハラールはイスラム法的に「合法」であることを意味し、ハラールに処理

された食べ物のことを「ハラール・フード」と呼ぶ。例えば、豚肉、ポーク

エキス、ゼラチン、豚脂、アルコールなどの摂取が禁止されているほか、食

用の肉もイスラムの作法に従って屠殺されたもののみ食べることが認められ

ている。そのため、ムスリム（＝イスラム教徒）は日本で食事をする際も、

それがハラール・フードかどうか注意を払わなければならない。

　名古屋大学の近くには、ハラール・

フードを扱う店舗が三軒連なってい

る。一番目は 2010 年にオープンした

「HALALYA（ハラルヤ）」である。イ

ンドネシア、タイ、マレーシア、トル

コなどの食品・食材を提供するほか、

冷凍のハラール・ミートなど品数が豊
富だ。次に開店したのは、カレー食堂「ホジャ・ナスレッディン」。日本人店主

が丁寧に煮込んだカレーを食べることができる。味は意外にあっさりしていて、

「ピタパン」という平たく丸いパンの中にカレーを詰めて食べるのがとても新鮮

だ。最後は、昨年 5月にオープンした「JANNAH（ジャンナ）」で、トルコとア

ラブの料理を提供している。ケバブ（スパイシーな肉料理）やピタパンサンドを

メインとしたファストフードの店だが、ご飯のメニューもある。ここのチキンや

ビーフは特別な香辛料に漬けたあとグリルしたものでとても美味しい。

　ちなみに、ホジャや JANNAH で注文した場合、お互いの店に持ち込んで食べ

ることができる。これは台湾の屋台では普通だが日本では珍しいサービスだ。こ

れら三軒の店に入ると、料理はもちろん、陳列された雑貨や、料理に使われる食

器などからも異国情緒を楽しむことができる。もちろん、名古屋大学の留学生を

はじめ、近隣のムスリムにとっては、安心して食事が楽しめる場所が増え、日本

での生活がより快適になったことだろう。（文責：張雅婷）

街の一隅

HALAL（ハラール）とは
集中するハラールの店舗

名古屋大学の食堂では、2005 年 6 月か

らハラール・フードを提供し始めた（ハ

ラール・ミートの提供は 2008 年 6 月か

ら）。これは学校側のイスラム諸国から来

た留学生への配慮であり、定期的に品目

を増やしたりメニューを変更したりして

いる。食堂入口の料理サンプルの下にメニューの番号やカロリーなどに加え

て、「HALAL」の表示も付けた。日本語がわからない外国人にも、一目瞭然。

安心して食堂を利用することができる。また、ムスリムでない人たちにとっ

ては、身近なところで自分と異なる文化に気づく機会となっているのではな

いだろうか。

名古屋大学食堂でハラール・フードを提供

ハラールの店が軒を連ねる風景

１２ たぶんか便り

編集後記
たぶんか便り 第 6号 2012.5

団体正会員　年会費　20,000 円個人正会員　年会費　5,000 円賛助会員　　年会費　3,000 円寄付　　　　一口　　1,000 円＊ご支援頂ける方は下記までご連絡下さい。

サポーター会員大募集！

( 特活 ) 多文化共生リソースセンター東海〒 460-0004  名古屋市中区新栄町 2-3 YWCA ビル 6 階TEL：052-228-8235  FAX：052-228-8236　E-mail: mrc-t@nifty.com
blog: http://blog.canpan.info/mrc-t/発行：( 特活）多文化共生リソースセンター東海発行責任者：土井佳彦

編集スタッフ：近藤淳宗 ( 編集長 )・河村槙子　　　　　　　張雅婷・川村智子・岡田壮彦
ニュースレター編集に参加してくれる仲間を募集しています。異文化体験がしたい、語学を生かしたい、文章を書くのが好きな　方など、お気軽にお問い合わせ下さい。

伝えたい「思い」溢れるスタッフ
の皆さんとの執筆、編集活動は、
とても刺激的で充実の経験でした。

　　　　　　　　（岡田壮彦）

　毎回試行錯誤しながらの

  ニュースレター制作。
    今号は新メンバーも加わり、
    新たな役割分担に挑戦

    しました。（河村槙子）

  今回初めて執筆を担当させて
いただきました。インタビューし
たことを文章に置き換え、わかり
やすく伝えることの難しさを実感
しました。（川村智子）

    　　　　今回初めて編集長

を務めました。大変でしたが、
大変貴重な経験となりました。
みなさん、お疲れさまでした。
　　　　　　（近藤淳宗）

次の角を曲がれば何に出会うの
か、いつもワクワクしている。
異国の日本が常に不思議さを
 感じさせてくれる。( 張雅婷）

じゅんじゅん

編集長

ともちゃん

たけやん

ヤーティン

まっき～
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